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IDEMA JAPAN （日本 HDD 協会） 

 

IDEMA JAPANIDEMA JAPANIDEMA JAPANIDEMA JAPAN    （（（（日本日本日本日本 HDDHDDHDDHDD 協会協会協会協会））））新会長就任について新会長就任について新会長就任について新会長就任について    

 

 当協会の会長を５年間務めた久保川 昇氏に代わり、２０１２年 １月 １日付けで服部 正勝氏 

（ （株）東芝 セミコンダクター＆ストレージ社 HDD 技師長）が新会長に就任する事になりましたので

お知らせ致します。 

 

 ICT 機器のますますの発展により世の中で生成されるデータ量は爆発的に増えており、これらデータ

の主保存先である HDD ビジネスの更なる発展は疑う余地がありません。 

HDD ビジネスへの日本企業の関わりは非常に強く、HDD を構成するキー部品や製造設備には日本

企業製品が数多く使用されています。今後の HDD 業界のさらなる発展のためには、関連企業間の連

携がますます重要になっています。 

  当協会では、HDD に関する技術情報、業界情報、人的交流の場を提供するなど幅広い活動を展開

し日本の HDD 業界関係者間の連携強化に貢献しています。主な活動としては、①セミナー/フォーラム

②技術委員会、③各種情報発信（IDEMA ニュース等）、④各種教育講座があります。 

 当協会では HDD 業界に関連する多数の企業が結集し、HDD という “もの作り” を含めた社会貢献

を目指し活動しておりますが、服部新会長の下 部品・HDD・製造設備・関連事業者間の連携をさらに

深め、業界全体のさらなる発展を目指して参ります。 

 

 尚、２０１２年 １月２０日（金）に開催される IDEMA JAPAN（日本 HDD 協会）の新春セミナーの場にて、

新会長である服部 正勝氏より皆様にご挨拶させて戴く予定ですので、併せてお知らせ致します。 

（本リンクをご参照下さい。 http://www.idema.gr.jp/seminar/1201.html） 

注）HDD：Hard Disk Drive = 磁気ディスク装置 



 

 

◇新旧会長略歴 

旧会長：久保川 昇 

１９９１年 大学卒業後 株式会社 野村総合研究所入社 

       以来 HDD のマーケティング調査業務に従事 

１９９９年 インフォメーションテクノロジー総合研究所 設立 

       引き続き HDD、二次電池等のマーケティング調査・コンサルティング業務に従事 

 

新会長：服部 正勝 

１９８３年 大学卒業後 株式会社 東芝入社 

       以来 HDD の開発・設計業務に従事 

２００４年 HDD 技師長に就任 現在に至る 

 

◇ IDEMA JAPAN（日本 HDD 協会） http://www.idema.gr.jp/ 

(=IDEMA：International Disk Drive Equipment and Materials Association）のご紹介 

   １９９２年 国際ディスクドライブ協会として設立 

     ２００５年 IDEMA JAPAN 設立に伴い、国際ディスクドライブ協会の活動を引き継ぎ現在に至る 

            会長：服部 正勝（２０１２年１月～） 

            会員会社数：１０４社 （２０１１年１２月現在） 

 

   ＜参考＞歴代 IDEMA Japan 会長 

   １９９２年４月～１９９９年１２月  金子 峻氏 （日本電気（株）） 

   ２０００年１月～２００６年 ４月  菅沼 庸雄氏 （（株）日立製作所） 

   ２００６年５月～２００６年１２月  筧 朗氏 （富士通（株）） 

   ２００７年１月～２０１１年１２月  久保川 昇氏 （インフォメーションテクノロジー総合研究所） 

   ２０１２年１月～   服部 正勝氏 （（株）東芝） 

 



 

 

■ IDEMA Global 組織図 

IHQ（International Head Quarter）会長：Mark Geenen 

会員会社数：１９１社（２０１１年１２月現在） 

 

 

◇新春セミナーの概要 

   日 時：２０１２年１月２０日（金） １３:００～１７:００（終了後、賀詞交換会） 

   場 所：発明会館ホール（発明会館ビル 地階)  http://hatsumeikaikan.com/ 

〒105-0001 東京都港区虎ノ門 2-9-14 電話 03-3502-5499       

    Agenda：下記リンクをご参照下さい。 

            http://www.idema.gr.jp/seminar/1201.html 

 


